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. 京都大学 FO研究検肘委員会では、主催事業のーっとして‘「公開捜策 検討会」を

開惜しています。

- 公開授業検討会は、

(1)普段の便業のーコマを公開し、関心のある教員が傍聴する「公開授業」 と、

(2)当額慢業のね5いや進行方法について娠り返り、よDよい慢業についてEいに

考え合う「検討会」

との2部情成で実施しています。

. 公開捜業・機肘会は、高等教育研究開発推進センヲーが企画 実施してきた事業で

すが. 200日(平成20)年度からは FO研究検討委員会の主催として年2-4回

開催しており、全学的な参加を呼びかけています。

• 2009(平成2 1)年度かうは、これまでの公開銀業ー検討会に加え、文学研究科

ブレ FOブロジェフトとして、同研究科の口O(才一バード'7 9ー)が担当する

学部生向けゼミナールを公開し‘授業終7後検討会をおこなっています。



匪Pごあいさつ | 
相互研修型FDにおける公開授業・検討会

FD研究検討委員会委員長

高等教育研究開発推進センヲー長 田中毎実

京都大学の公開授業横討会は 高等教育教授システム開発tンヲ (現高等教

育研究開発推進センヲ )が主圃の大学で初めて、 1996年度かう 1 目白百年度にかけて

実施した、公開実験慢業ブロジェフ卜に端を発しています。

高等教育研究開発推進センタ では、設立以来、「相E研修型 F DJ を理念として活動

を進めて告ていますo I自E研修型 FDとは、それぞれに固有の文脈に埋め込まれた自律

的拡教員組債が、相互に影響し、協働しあい拡がら.教育する集団として形成されて

いくことをめざすものであり 従来わ白習に見己れがちだった、芭蒙型操作型の FD

とは対比的芯考え方です。 公開授業検討会は.一つの授業を様々な分野の教員が集団

的に検討する大学教員の相互研修と位置づけうれるものであり 相E研修型 FDの理念

を具体化する軍要芯取組であると考えています. その意味で、公開授業検討会が

200日年度から全学委員会の下での事業として実施されることになったことには大きな

意義があると思っています。

私自身 何度も授業を公開し、検討会で振り返りの時聞を持った経験からして、大学

の同僚でありブロである他の教員に対して授業を公開することには、並大抵ではない

気構えが必要であることlðよく承知しているつもりです。快く担業を公開してくださる

数々の教員の方々の勇気とご協力に、改めて感謝と敏章を捧げたいと思います。

また、公開便業検討会に参加される教員の方々にとっては、公開される授業が

ご自身の専門分野と直接的に関連していることは少芯いと思いますが、全体の力リキユ

ラムの中で捜業をどう位置づげているか.学生との関係で捜業をどう組み立てているか、

学生の反応にどう対処しているか、といった視点で見ていくと、便業政善そして教育政

蕃へのヒントが数多く得うれると患います。 そして何より、変わる学生を前にして、

試行錯誤し芯がら授業に取り組んでいる多くの同僚と経験を共有できると思いま昔。

砿お、部局主催の FD事業でも、告教員かうと自身の授業について紹介される機会が

坦えており、相E研修型 FDの一環として注邑しています。 さらに本年度(平成21 年度)

が5は本委員会と文学研究科との連携により、文学研究科フレ FDブロジ工ヲトを

おこ芯っています。教員告位、またOD恕どの正規ファ力ルティ予備集毘が自主的な

便業改善 教育改善に向けて こうした様々な機会を活用していただきますことを

願っております。いすれにせよこれは、研究大学としての京都大学にふさわしい教育

ブロジ工ヲトであり、学内で同種の試みがさらにひろがることを強く期待しています。
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図ロ寓豪先進主

『ライフヲイクルと・宵 BJ(盆学美週陵商科目 A.)

公開銀業 14 ， 45- 1 6 ， 1 5 情図'酬内 S柑 12)

樟肘金 16 ，30- 1 7 ， 30 惜箇爾嶋岡吉岡商 1 号館田η

l 科目の概要

(1)カリキユラム上の位置付け

本授業1.全学共通教育科目 (A群)である。全学共通

科回目、告学部の枠を越えて原則として全学部由学生

を対象として開摘される授業科目で A群(人文科学系

及び社会科学高科目)、 B群(自問科学系科目)、 C群(外

国笛科目)、口群(憧健体育科目).E X群{大学コンソー
シアム京都単値E揖科目)の5群に区分されている.A

群科目1.. 哲学思想.歴史文明、芸術雪罰文化

行動科学地壇文化社会科学.裡古町古系列に区分

されてお口、本授業培、行動科学系lζ含まれる巴前期に

『ライフサイクルと教育AJ b'聞属されており、内容の

連続性から一年を通じて両方を聖摘するととが?監理され

ている.

(2) 慢雛形態 揖捜

(3) 単位数

(4) 対怠学生

(5 ) 受講者数

2単世

全国生

的10名

(6) 措置難のテーマと目的

この授業主体の目的l率、「教聾教育としての教育学」で

ある.私たちの人生と日常生活に関連する樟々主主テーマ

に関して‘教育学や心理学等の観点わ、5 学生とともに椙

E応茜的に考えていくことをめざしており‘「罰育J r尭

運J r学制「学習」忽どに関する前理解に働きかけこ

れを真の軍時での円理解J に高めていくことを探るもので

ある. 3人の担当者が 「ライフザイクルと異世代岡田相

互形成 青年かう大人へJ rライフザイクルステージの変

化と人閣の欲求世剖の霊化J r多様化の申での大字に

おける学びJ というテ マで授業在行う。

本公開授業は「多櫨イヒの申での大学における学び」 と

いうテーマに吉まれる.そ己でl志、いくつかの比聴事例そ

通Uて、京都大学の学生である自芭在庫口返り 現在の大

学に呂ける学びをライフサイクルの中に世置づけ、京都大

学で学，]，ことの憲殺を再留讃すること、 また、自らの主彊

を小輸の障で著し、他人白文章を理制し書き直すという

経蛾を通じて蝶圏在盤定して自分の詰を展開するという

スキルを身につけることを目的とした.

(7) 成績評価方法

胃四回撲の置桂に・苦込む「何でも闘の記述(第2

回目より開抽出席点在宮む).および数回の小レポー

ト、グループワーク置轄レポート(必須)忽どをもとに

評価する.

2. 公開授業

(1)媛業計画上の位置付け

日回目白授業であるが、慢業者町担当固としては初固に

当たる.置陸間に「現代社会における大学の控割」とい

う大テーマに関連して‘小テマをたて、自分忽りの主彊

を脱得的に踊じる、というととを求めるため‘本授聾では

個々の学生による醗盟股定がうまくできることを目的とし

た.具体的に{率、大学をと口まく霊化について、クロ パ

ル化、大衆化という観点か5講獲を行った。

(2 ) 公開授業の京市

50名ほどが入れる般的忽講義室.その中央前方部分

を亜い演習形態の綬業に適するように机を円形に並べ

た.パワ一ポイントスライドと眠極、配布資料を世用。



14:45 導入

当日の畳園生1<16名.今回除、これから4田町授華町テ

ーマである「現代に昂11る大学の役割」を考える上での

導入であることを脱明.また.*テーマl志望講生の呈謡

動慣やこれまでの慢B慢の蟻論を店、まえた上でのテ マ設

定であることを解説.

15:00 大学のユニバーサル化

大学進学率の泊加についてのデータを導入として用い

る. 学生に告の大学と今の大学で葺わったと己ろは何かと

いう聞いがけを行う. 学生の反応在費けてユニパーサ

ル化とクロ-1()レ化が現在の大学を捉えるるキーワードに

忽っていることを説明. その後、マ チントロウの分類

を紹介し芯がらユ二1(ーサル化した日本の大学白現以を解

説する。

15:30 大学のグローバル化

日本の大学が国陣化しているひどうPについて学生に聞

いb、けを行うととを場入として、クロ パル化せざるを需

拡い日本の大学の状況を解脱。 そして. :11口l(JL，ftを考

えるよで量聖忽璽因由一つである eーラ一二ンヲについて、

海外の'伊jや早稲田大学、東京大学白事例を紹介する.

.・・・・ ・ ・・ ・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・・・・ ・. . ..........................*. 
* ここで町早福回大学帽京大学の e ラ ニン党つい i
て実際に映像を紹介し忽がら銀業を進路る. また、 e-

. ラー三ンクについてどう考えるのかについても適宜学生 i
に問い0'1フを行っている.

1 日。口口まとめ

槽る己とのできる情報置の虫館加や学び白場の多樟性

在、どのように捉えればよいのか考えてほしいという問題

提起を行い今後の便業展開を説明して轄了。

3 . 検討会

。検討会惨加者 ・ 公開授業担当毅員

. 大学で踊曹をするのは初めてで需彊した。パワ ポイ

ントに覇った捜業展開しかでき左よかったため時聞が余っ

てしまったこと、自分が十分に翠められてい恕Dった点

で摘畿をしたことが反省点.また、聞い自体が宇生の

問阻憲憶には届いてい思いように感じる。

。これまでの授業町中で学生はディスカッションを輯り逼

している. ここではそれを罪める必要があると考えら

れるが、今回の盟書慢の中でディス1J'Yションを行わ忽F

ったのl志向故か.

. 今回の授業l率、公開授業という性質上、参観者が多

く、震い話がしにくい己とを予想してた。したがって揖

毅形式にしたが、)j:週以降はディス力ッシヨンを取り入

れる予定である.

。ユ二)(ーサル化とクロ ) ()レ化と e ラ ニンクを全

て授業に組み込むことは難しいのでは左手いb'. 主体を

何臨する感Uで構複を進めていっても 田口こぼすこ

とが多いだろう. 捜援を組み立てる上で、重点在粧る

こと1<1考えてい忽いのか。



lR公一討会 l 
o 倹討会・・'1II者 ・ 公開銀震鍾当鉱員

. 新しいトピックスを取りよげる剛志、教員側の学びも僅

遣される.それが学生にとってよい方向に働lブばよ

い。ただ、自分が十分に理解でき広いまま進めてしま

う部分もあるので、離しい.

。学生出ノ 卜を取るそ店りを見せ芯かった。それにつ

いてどう考えるのか.

<:>そもそも畳近の学生!芯あま口ノ トを取ら忽いように

思う.

<:>本捜畿の目的は事実'O)ffi運では琢くその意味を考えさ

せること.ノ トを取ることにはあまり憲院砧忽いので

は拡いか.知践の缶置が学生のもっている意昧システ

ムを揺自官ことがで苦るのかどうかが問題であろう。

。学生の知厳に対する備えが軽すぎるように感Uる.知

薗と騒騒を結びつ11る仕組みが授業の申でしっかり

婦道化されてい剖才ればい111.茅し、

. 担撲をよくするために国第ーに内容を考える必要があ

る.今回のテ マに対する自分の理輔が理まれl耳、い

い授業に怒るだろう.学生が調Eするだげでは忽く、

学生自身が学んでいくよう怒捜車抽躍しいと串じる。

公開担当憶に隠何度も鯵加していますが、自分出公開する

立場に怠ったのは初めてで、また京都大学において学部

生を対怠とした間襲そのものも初陣てであったためとても

需彊しました.検討会での指鏑はどれもこれか己授章者とし

て考えていわ、広ければ怒ら広いととぱb唱でした.批判めい

た指繍I~主く芯かったにも関わうす、 「内容も方法もまだま

だ不十分だ忽J、という匠省の気持ちでいっぱし川こ忽りまし

た.岡崎に 称貨めいた指摘陪主く忽かったにも関わうす、

口~I芯もっといい担業がで苦るのでは主よいかJ という周持を

もつこともできました.もう少し授業者として躍験を積んだ

後に、また他の人から担撲に関する意見を聞いてみたいと

思いました.



EP公一討会 | 
3限の概要

4限(14:45-16:15)に実施された今回の公開授業

1<1，前のコマ (3限 13:00-14:30)からの連続講韓で

あった.呈掴生陪医学部3回生であり、 3隈 1<150名、

4隈は26名b'畳請した.ます4隈の公開便業の前にお

こ芯われた3隈の授業について簡理に述べておきたい.

導入にあ、いては、担集者から医療従事者にとって医画面

接等コミユケ ションに関する知目置がいかに重要である

。が授業者自己の鰻酷を空えて語己れ畳講生への動

蝿づけが耳草された.その後、ややもするとノウ八ウ的拡

ものに陥Dがちに怒るという医障のコミュ二ケーション

に苗ける叡聞が指摘され、本担撲ではより本質的悠視点

。らコミュニケ ションについて考えるという目揮が提

示された.

その後、教室を稲轟ホールから山内ホ ルlこ移し、畳

講生同士によるディスカッション在中心に捜業は進めら

れていった.ます本日の授業でディスカッションしてほ

しいテーマがーかれたシート(シ ト W3項目、シ

ト2が5項目)がE付されるとともに 畳講生が 1 回生

由時に自ら作成した外来患者支揖ザーピス璽習の畢短文

のコピー (PDF化したものを印刷したもの)が告自に

返却された.この自己が3年前に・いた暦想文の返却

は 畳講生にとって予期世出もので、彼らに大き忽驚き

と刺置を与えていた.ディスカッショ ンで!季、 1 クルー

76名程度に分かれ、実習の時のことを今思し1返してみ

て持つ思想や、生菅生苦と理かんでくる場面について呈

講生悶士で話し合わせた。その後 グループディスカッ

ションの結集について畳掛生に発韮古せていった。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
合 受鵬生にディスカッション町結果を発表させる際に降、

復集者自身が告クJレプを回りつつマイクを受碕生

に剛フて対極形式で答えさ包ていた.

愛情生b'、ら 1<1医疲ボランティアスタッフ忽どとのコミユ

ヱケーションが印象に残ったという意見b'多く出され

た.授集者1<1この聞の受濁生とのやりとりを通じて 箇

床における物館性の大切さ、 Narrative Based 
Medicine (NBM) の量褒性老浮かび上がらせてい
き、 4磁のテーマである非雷層的コミ1二ケーション

(Non-ve巾al communication) へと授業の流れを

フ，ーカスしていった. 
••• 
••••••••••••••••••••••••••••••• 

14:45 11<.における非冒極的コミュニケーションの..性

ここからが今回公開銀業として鐙定された範囲であ

る.教室1<1再び稲轟ホールへと移る. 4眼で!志、 3限置

後回流れを畳11て、医療にお11る非言語的コミュニケ

ションの重要性に焦点を粧って盟業が進められていく.

置初に授業者の理師に当たる先生の、スイス時代の話。

場入として隠己nる.その先生がスイスの病院に勤めて

いた時、ドイツ語を直った患者との冨語的コミュ二ケー

ションは品すしもスムーズにはいひ主主かったにも関わら

す愚者に異常b唱った障に 目融に駆けつけたり、

れる患者の手をじっと握って患者の気持吉を鎮めた口と

いったことによって患者と同僚の信頼を勝ち得ていった

というエピソ ドが捜業者によって紹介さnる.

* こうした、いわば自の前にいる授業者を通じて自らとつ :

: 広がっている医'従事者の具体的体騒を霞る己とで、 ・
: 織に殺科・に眠っている事例を慨もよりち さ剖こ実感 .
. 的に受副生1<11'曹毘的コミュニケーションの重要性を寵

隠することができる. . . . . . . .... . . . . ... . . . . .... . . . . .... . . . .... . . . . 

14 : 60 Personal 5p8ce 

止に、亜講生自身が非冨雷同コミユ二ケ ション町量

聾性に気づくためのゲームがおこなわれる。受講生出2

人 1 組に怠って向かい合し1‘ 4m、 3m、 2m、 1. 5

m、 O.5mと樟々に互いの距離を近づけつつあいさつを

空わし どの距雌mヨ互いにとって comfortable と感

じるかを考えさせる。このゲ ムによって呈講生は、 E

T. Hall の提唱した Pers町市1508ce‘の存在に 自己

の俗鵬を週Uて罰づくことに怒る.



EP公一括 | 
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.-* 以上のように本綬費樹立、授業者と受衛生の対憶と、受 ・

指生自身の体殴を通じた学びを塞礎として制成されて :
いる.しかもただ単に体験させるのでは忽く、まザ受 ・

碕生に体験を通じた気づきを促し次に綬集者が揖捜 :
によって彼らの体験{こ理齢的広裏ヨフをすることで、 受 ・

衛生自身がその体駿を綬奨テマの文脈に位置付iフて :
理解することができるよう!こ忽っている。そして最後に ・
再び受崎生に体験を与えることで受鴎生の理解を実

態 確E君さ世ているという点白吟奇徴である，こうした、

体験学習と1111更を 1 コマの中で亘・的に組み合わせる

ことによって学生の「気づき→環解→実感確毘」を
促す授業形態陣 学生を主体とした多くの授業にとって

省参考と忽るものであるう.

•••••••••••••••••••••••••••• 

3 検討会

く〉 横討会惨加者 ・公開提様担当教員

. 今回のテーマはコミュニケーションであり、それ自体が

理然とした概意である。たとえば循環器内科の直接的

な知識を学"はうな盟業に比べれば コミュニケーショ

ンについて学'"ことの必要性について畳講生に理解し

ても5うことは難しいと実感した.また、この担業が畳

講生の進級車第等の直接的主主評価に結びつく授業で

ないことも、畳講生側の授業に臨む切実さにマイナス

の軍曹を与えているかもしれ忽い。コミュニケーション

というテーマは医学部だけで芯く樟々左手分野で鍛うと

思う.検討会の参加者には様々芯分野の方がいるが、

コミュニケーションの必要性を畳講生!こ理解古世るため

にどのよう忽工夫在している力喧聞いてみたい.

o 今回はロ ルプレイをおこ怒ったが、ロ ルフυイと

いうをJのは本人がその世に怒りきらないと厳しいととろ

がある。 盟講生同士で口 ルプレイをする場合、名自

どのよう左手投劃在演Uても5うの白河こついて共有するこ

とが必要では広いか。

. 畳講生同士の口←ルプレイであっても、部匡を別にし

てシナリ~作Dを一定時間古こ芯っている。ただ、畳

講生同士だとす<:1こだれてしまうといった難しさはたし

白河こある。たとえばロ ルプレイに槙擬患者が入って

くれると、やはD畳請生のE応lま桔段!と遣う.

。何度か教室を移動した意図はどのようなもの軒。

. 体験学習をおこなうスペースが必要拡ことと、畳講生

がシ 卜を配入する際の・きやすさを考慮して、ゲ

ムやロールプレイをおこ忽う教室とテーブルのある教

室の闘を移動しつつ授聾をおこ忽った。

<> Narrative 8ased Medic ine が重要であり、それに

はコミュニケーションが不可究だという水路づけをおと

怒っていたが、 Evidence Based Med ic ine であっ

ても煙者からいろいろ芯ことを聞き出すことは必要で

あろうB 特にコミユ三ケーションと Narrative Based 

Medicine を結びつけた意図l志向か。

l恥|
. 基本的には畳間生。う出されたものを材料としてお

口、それを Narrative Based Medic川e と結びつけ

た。畳講生が外来患者支援サービス実習に行った時

医療ボランティアスタッフとのコミュニケ ショニペま印

象に残っているが、 患者とのコミュニケーションはあま

D印象的で怒かったようだ。前者が印量に残ったの

は、 医療ボランティアスタッフとの関わりにある程度の

時閣経過力1存在したためであろう。後々まで印怠に残

ったり生音生音と思い出される場面というのは、 1 コの

物語が存在する場面や言語t)$'Iのものも付随して思い

起こせる場面で侮るということ在また、 単怒る言葉

のやりとりだけでは印窓に残5ないということを、祖ら

自身の体験を壷D返ることで明確にしたかった。との

ため、 コミュ二ケーションの非言語的忽箇所に焦点在

当ててみた。



く〉今回目捜業のようにベアを作ってアイスカツシヨンすると

いうよう怒とと!とは、匡宇部の学生は慣れているのか。

. 医学部ではたしわ可こそうした授業1<1多い。受講生の多

くは将来医師という患者とコミュニケ シヨンをとる職

業に就く。以前は就職して力、5そうしたコミュニケーシ

ョン!こ自黙に慣己していったが、今では医学が進歩し知

臨も摺えたため、 意図的に学生の時からコミユ二ケ

ションについて教えるように在った。

o 畳講生に自主的にベアを組んだ口クル ブ在作らせる

ことは易しく広いと思うが、今回の授業では授業者が

クルブ作りに介入強制するととは忽がった。それ

は砿ぜか.

. 授業1<1学生のニーズがベ←スにあるべきと考えてい

る。芯ので、 できるだけそうした強制はしたく芯いと

患っている。

o 模擬患者との医療画祭が明後日にあ口、模擬患者が余

命幾ばくも忽いといった鐙定芯ど、 なか芯か八 卜ごな

内容とのことであるが これに臨む学生の不安や監彊

に配慮したりするととはあるが。

- たし白河こ明後日の医療面接は八 ドである。しかレ力リ

キ1ラム主体を考えた時 そういった1\ード忽函もあっ

ていいと思う。そうしたハ ド草場面では学生Eキャラ

フター力団るので、学生にそうした「索」を出させて

みるという意図もある.

o 畳講生がコミュニケ シヨンを学店、動機づけであるが、

やl芯口コミュニケ ション 「もJ 大事というよ口国 コミ

ュ二ケーション「がJ 大事だということをいかに缶える

かという点にかかっているだろう。たとえば、 コミュニ

ケーションがうまくいか悠かったた刷こ先取した事伊l在

紹介して、コミュニケ シヨンの大切さを切実に感Uさ

せるところから始めてはどうか。

。単拡るスキルレべんを超えたコミュニケ シヨンの仕方

を教える際の指導在、どのようにおと忽っているか。

. 医療に関するコミュニケ シヨンlま主としてアメリカで

体系化されている。しbもそれらはノウハウであり、 徹

底的にスキルレベMJ)話である。京大医学部でも、 4

回生に対してはノウハウ在教えている.しf]\L，3回生向

廿の己の捜業ではそれ以外のものを模索したいと考

えている。 これについては現在も模需中であり現時点

で明確砿苔え力tあるわけでは砿い。しかしたとえば、

外来患者支援サービス実習に行った時まだ自分が伺

もでき怒かったという体験をベスにコミユ二ケ ショ

ンについて考えていくこともその 1 つの方法では忽

いかと考えている。

4 . 公開授業担当教員のコメント

公開授業の後、たまたま他の科目の試験わ、直後に予定

されてお口、出席した学生が普段よD少砿し1状況でおと

芯nたこと国残意であった.モジュール形式の力Uキ

ュラムは、膨大広匡学白内容を系統的に修得できる点で

匡学部の卒前教育に出メリッ卜も多いが、民験を一定の

期間に集約せすに実施するととで、通常の捜聾への酷轡

が生する場合があることに、ます考えさせらnた。

この公開便業の後、線々悲軍見出寄せ己nたわ之、学生

田フィ ドパックl志、新鮮な体験としてとらえたものが

多く 授業の意図1<1伝わったので国芯い白、と考えられ1.

っとする部分が多かった。しがし、当日のロールプレイ

やゲ ムの際には、学生白動きは緩慢であった。この点

に関して公開捜婁の握りb、えりの検討会で もっと明置

に学生10指示を出して、強制させるととろがあってもよ

がったのでは広いがという指鏑があった。これを参考

に その後の授業でたとえば後ろの席に座る学生を前

に移動させたり、ロ ルプレイの組み合わせを強制聞に

行ったりといった介入在、積極的におと怒ったところ、

予想よ口、学生の生き生きした参画が得己れて手ごたえ

があった。どの程軍、憲号 |的に授業を進めるべきかにつ

いては 一割には決めらnない白、もしれ芯いが公開捜

聾!とよって、 具体的忽示睡を樗5れたととl手、予想以上

の皿機があったと感Uている。当日の横討会だlブで忽

く 後日非公式忽握りかえりの会も行った。若い大学

院生忽どの率直拡思想意見閉、非常に参考に怒った。
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本プロジェクト
の慨要

本プロジェクト

に至った経緯と

今後の展開

文学研究科ブレ FD プロジ.工クトとは

2∞9年度より、文学研究科と FD 研究検討蚕

員会が共同主催する「文学研究科 00 による連続

公開ゼミナールとその検討会」が始まりました.

これは、いわゆる OO(オパ ドヲター)という

正規ファカルティの予備集団のためのブレ FO

プロジェクトであり、全国的にみても他に類例の

1;>い、きわめて先進的芯試みであるといえます。 I

具体的には、文学研究科の思想文化学科および
現代文化学科に在籍するいわゆる 00 が分担し 文学研究科長 手阪直行

て、前後期各3コマ(思惣文化学科E コマ、現代文化学科 1 コマ)のゼミナールを実

施し‘そのすべてを公開としました。毎回の捜業終了後、 20分程度の授業検討会を

行い、授業の内容や形式に関して活発芯意見交換を行いました。自らの教育を振り

返り、自己を磨く良い犠会となったと思われます.また、これらの痩業実施を受l才

て、前期 1 園、後期 1 回の計2園、研修会を開催し‘授業分担と研修会受講を条件と

して‘参加者に総長名の修了直の授与をおこ芯いました。このプロジェク卜によっ

て得た教えるという愉しみを.各自が将来に生かしていくことを期待しています.

研究室出身の若い 00 路氏に学部生向けの入

門1)レ講義をお願いする。 00 支援策として

は画期的なこの企画は、一方では「教歴の無い

(浅い)講師による授業の質をいかに確保すべ

きか」という悩ましい問題をもたらしました。

00 支援と摘襲の買の確保との聞のこのジレン

マを解くべく立案されたのが‘今回のフレ FD

事業です.便業の質が疑問視されている「新米

教師」とは雄あろう、我々の元教え子です。我々

には、彼ら彼女らの大学教師としての力量在高める責務がある。そのために大学

における「教育実習J の機会を提供し‘その中で授業の質の向上在図るべきでは

芯いか。プレ FOI革、我々にこのよう芯責任を自覚させるきっかけにも芯りました.

さ5に以上の発想に潜む「上か己目劇も、ブレ FD 活動に伴走する過程で修正

を迫己れます。若手講師諸氏の奮闘は、我々「非新米教師」にも、「いかに面白い

授業を行うかj について改めて悩み模索する機会を与えてくれたか己です。



2川町「山W日川 |
2009 年度文学研究科プレ FD プロジー工クト
日程と授業テーマ

哲掌塞益支科系ゼミナ-JiI 1 (2009 年4同自円-7同29目1

水曜日 1 限 8:45 -10:15 検討会 10:20 -10:40 

授雛テーマ

杉山卓史 「芸術分類論」

ネ目i宰伸依 「セッフスを哲学的に考える」
山口雅広 「芯ぜ「告白Jすることが哲学的でありうるのか

アウクスティヌス『告白録l への招待」
長田蔵人 「力ントと自然神学の問題」
今出敏彦 「ハンナアレントの

『人間の条件j再考ー現代キリスト教思想の可能性を求めて」
佐々木崇 「テイラーの宗教諭」
山内 説 「悪の量徴系ーポル リヲールの家徴解釈学」

哲掌基盤立科系ゼミナール ß(2009 年4Fl9目-7同23目1

木曜日2限 10:30 -12:00 検討会 1 2:05 -12:25 

痩業テーマ

鶴田尚美 「動物解放論」
大月栄子 「キリスト教教義の成立と教父の恩惣」
林 醤雄 rr道徳感情論」入門ーD ヒユームと A スミスの倫理思想」
横田蔵人 「神の存在を証明する「五つの道 five waysJ 

トマス アクイナス I神学大全Jb' SJ
大西啄朗 「力リー 1\ワード同型対応入門」
田鍋良臣 r r存在と時間』入門」
畳苗Jl I軍苗 「承認をめぐってJ

悪穆現代v化掌~ゼミナール (2009 隼4同 10同-7日 10円1

金曜日2限 1 0:30 -12:00 横討会 12:05 -1 2:25 

復業テーマ

山口育人 「現代世界と国際通貨」
冨永 望 「戦後天皇制の出発」
小林敦子 「革命芸術と芸術革命」

前期立掌研費科プレ FD プロジェウト研修令

20日目年7月 15日 (木) 14:00 -1 7:00 



街掌碁宿す料事5ザ主ナーJllm (2009 隼10周 1 目-2010 隼 1 同 13目 1

水曜日 1 限 8:45 -10: 15 検討会 1 0:20 -10:40 

鐘難テーマ

吉沢 也 「現代におけるプラトンの『国家JJ 
佐藤慶太 rr歴史の哲学jの歴史-20世紀初頭ドイツ|こ焦点在絞って」
三宅岳史 「ベルクソンと神経学科学万能主義とスピリチュアリズムの関係

(19世紀後半フランス)の一例として」

守津隆 「西田幾多郎の哲学」
堀川敏寛 「西洋思想と東洋思想の問、現代ユダヤ哲学の諸特徴

マルティン ブーパーの対話思想を手が白、口として」
山本圭一国 rr帰結主要」と「非帰結主義JJ

哲単畢硲宣胃ユ薬恒三ナ-JII1'f(2009~1 0同-2010年1 月7目}

木曜日2隈 10:30 -1 2:00 検討会 12:05 -1 2:25 

授難テーマ

田中美子 「詩人哲学者のひらめ苦」
中村健 「徳の倫理学」
片山茂樹 「意識の発達段階についてーケン ウィルパの初期思想」
小域拓理 「ジョン ロックその人と時代、そして哲学」
川口茂雄 「物語る自己」

思硲現代vH~掌~ザ主ナーM2009隼10月5目-12月21 目 1

月曜日2隈 10:30 -1 2:00 検討会 12:05 -1 2:25 

綬鍵テーマ

田中泉吏 『科学哲学への招待」
井上治 『近代日本と伝統芸能」
川寄陽 f朝鮮における「皇民化」政策戦争動員 密密」

俸制す生堂研守利ブレ F口プロジェクト研修会

2010年 1 月20日(水) 14 口口 - 17:15
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2009 年度文学研究科プレ FD
プロジーェクト研修会. .・

前期研修会

2009 .f享7月 15日[ホ)

吉国南1号館 14:(コ0 -

聞raz-E" 

宮
レ
，
p
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-
-
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研修会対患者 16名 参観者22名(う吉、学外より l 名)

14:00 開会式
開会の挨移 FO 研究検討妥員会蟹員長毅痩田中旬実
司会高等教育研究開発抱進センター進毅鐸図口実奈

14:05 セッション1. 7イスプレーキング

書参加者の自己紹介と公開繊座を担当しての感暗

14:25 セッション E ビデオ視聴
構餐ピデ.;tの視聴

14:40 セッション 3 個人ワーヲ

ワークシ トとリフレクションシートを用いた自分の繍携の録り遁り

解観高等教育研究開発舷進センタ 特定助教学湾礼Z

14:5ロ セッション 4 個人ワーヲ発表

15:10 セッション 5 三二割穂

「大学綬築をどう創るか」
高等教育研究開発継進センタ 教銀松下佳代

15:25 セッション E テーマ盤定
ディスカッシヨンのテーマ叡定 ク1レープ分け

15:35 休憩

15:45 セッション 7 クループディスカッション

16:10 セッション日グループディスカッション発表

16:25 セッション自主体ディスカッション

16:50 閉会式
閉会の担実務文学研究科度数綬苧隠直行

修了E綬与 FO 研究織射餐員会安員長

17:00 情報交換会
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グル ブディスカッションを通じて、「学生の意見を授業に取り込む方法jや

「自分の専門とは異怠る内容を教えることについてJ. r学生に拍車的芯議論

への関心を持た世る方法」などが検討された。 その後のディスカッシヨン

では‘以下のようなやり取りが行われた。

大教室における堂牛什のゴ主 1ーケージョ Yについて

置問 具体的に、大教室でどのようにコミュ=ケーションをとればよい訟。また、非常勤摺

師はほとんどの壇古、間義相手由学生をよく知己恕いが.どのようにしたらクルー

プディスカッション専が行えるか.

回苔 100人単位でディスカツシヨン形式由授業を行っているが、抵抗を感じたととじま

忽い. たとえ討踊が盛り上が己t~くても、鞄師が問いを投げかけることで学生に

考えさせることができればディスカッシヨン形式回捜鎌田効果l志あると曹える.

ただし、学生がディスカッションや軍見を訊かれるととに馴れていること 学生

と教員がある程置Eいを知っていること等が必要である. 初めて担業に行く輯員

や、学生と直に接する慢舎の少毒事い非常勤慣師"が行うには離しい面があるかも

しれ怒い。

車庫門と異な高肉容移動宝石，;へ

単とFf1'婁筆者F烹由する傾自にあるt-L\弓<=t-について

軍見 文学部や哲学科での研究が隅益である・現翼にI~世に立た芯いという考え方は古

い。現代の情報化社会でl彦、どのように情報を流すb、というキャリアでは芯く、どの

よう芯情報を流すかというコンテンツが量要である.
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圃問 どうしてエンターテイメント化してはいけないのか。捜轟に興昧を持た悲し、学生が

多いなか、少しでも授業に関心を引きつけ5れるのであれば、エンターテイメント

化してもよいのでは芯いか。

回苔 授業の回線がはっきりし忽い阻口、いく5醗鵠をしても、それI~スキルのための磁踊

に怒ってしまう。圃轄的にはその授業がどのよう芯スキルあるいは知鶴田習得を到達

目槽にするのか、大学1;>1)学部怒り園町方針怒りではっきりさゼてもらわ左手いと、韓

民は悩んでしまう。

担問書'aJ FI標語宮について

買問 舛側かう標準化された内容に沿って授業をするのが望ましいのか。

図書 参考までに、アメリカでl率、授業で担う本(檀数}と求める知議の水準 (製位認定詰

駿にお廿る基準) について大学側が決めており、それに沿って授業をしている与しい。

そのような目裡殻定があれば授業できるが、「哲学を面白いと思わせてlましい」、もし

くは 「捜聾時間中?っと笑わせてほしい」等と胃われても陵障で困ってしまう。

盆隼皇室与並

. 今期、ブレF口プロジェクトで行った思想某申リレ講義に関しては、学生に思想某の宇聞に

開障を持ってもらうことを目的としていた。

. 哲学で教えるべきスタンダードがあるかどうかについては疑問が残る。また‘そ但ようにス

タンダード化されるのは避けたい. 哲学系に関して除、既成田枠組みがあると慢業が難しい。

そのため、今期のリレー講義では、講師が自身の専門として研究している内容について面

白いと患って授轟し、学生を面白いと思わぜてlましいという方針を定めた。ただ、これlまあ

る種目理想であって‘い台、にも京都大学的広研究指向、すなわち原準化とは反対の自由忽

方向へ行きたいという方向付けである。

-エンターテイメント化することによってレベルの低い捜謹をするのではなく、面白く、かっ

内容の水準も高い授業をして学生に興院を持ってもううのは難しし、己申リレー講義では、

ま守、 H置聞の担当時聞が2コマしか忽いということに問題がおったといえる。
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後期研修会

20 1 0写 1 月20日(水)

吉田商1号館 14:00-

研修会対象者 1 2名 参観者 15名

14:00 開会式
開会招挨妙 FD研究峨討委員会委員長 教授田中毎実
司会 高等教育研究開発推進センター准教授 田口実奈

14:05 セッション1. 7イスプレーキンヴ
参加者の自己紹介と公開店縄座を担当しての感想

14:15 セッション 2 ビデオ視聴
講義ビデオ￠観聴

14:30 セッション 3. 個人ワーヲ
ワ クシ トとリフレクションシ トを周し耽自分の舗畿の霊長り返り
解明高等教育研究開発准進センター特定助教学薄礼Z

14:40 セッション4 個人ワーヲ発表

15:00 セッション 5 学生の声の紹介
畳儲2主に対するインタピユ 結果の紹介
まとめと紹介文学研究科FD支鑑符別研究員持よ治小域妬翠 三宅岳史中村健

解明 高等教育研究開発錐進センタ 特定助教学湾礼之

15:15 セッション日。 ミ=講義
「大学凌業をどう創るか」

高等教育研究開発機進センタ 教授松下佳代

15:40 ディスカッションのテーマ発表とタループ分lオ

15:45 休憩
15:55 セッション 7 クループディス力ッション

16:20 セッション B 全体ディス力ツション邑まとめ

17:05 閉会式

閉会の挨I!I文学研究科畏教綬 苧阪直行

修了鉦綬与 FD研究倹討委員会雲員長

17:15 情報交換会
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グループディス力ッショ ンを通じて、「授業内容をどのように決定するか

(専門性と概説性のバランス、また講義の難度について )J r学生との双方向捜

業について(発聞広ど、学生を巻き込んだ授業を行うことの是非や有効なや

り方について)J r授業ツ-)lの使用の是非や活用方法について(パワーポイ

ン卜 1) フレクシ ヨ ンシ トなどについて)H宇生の学びを促進させるには

(学生の深い理解を促したり、モチベ シ ョ ンをあげるために必要芯ととや、

取りうる方策について) J が議論された。その後の全体ディス力ッションでは

特に次の2点が議論さ円た。

樗重量のjil宵由件や単牛の干チベ一三ノ司ツ泰由ト戸廿:>"11-曲の

効果的な栂婁芳徒について

質問 板書中心やヲル ブディスカッシヨン忽ど、有効芯授業方法具体重があがってきた

却、それは普遍的忽も由主主のだろうか。

回吾 曜D'Iとそれ岳町適用するかどうか1;1学生のモチベ シヨンとも関わってくる。例えば、

板ー中心の授業1;>どはモチベーション白置い学生に封する強制力が圃苦うるし、ヲ

ループディスカッション 1;1モチベーションの高い学生に対してで怒いと離しいかもしれ

忽い。

置間 (授業の中での)クル ブディスカッションとはどういうことをするのか。

回苔 クルブディスカッション1;1学生どうしのやりとりか5能動性を引き出すもの.

質問 授業のテ マによってクルブディスカッシヨンができるも田とそうで忽いもの

があるのでは忽いか、また、実際に授業にクループディスカッションを取り入れる

とすれば、具体的にどのよう芯陪で行うのか.

回菩 確削こテマによってはタルブディスカッシヨンという方法が殿1.-0\ものがあるかも

しれ忽い。

質問 テマによってやりやすさやりにくさ力tあるのは、実践的妓術的忽話に轄抽して

いるか5では忽いか(例えば、「実生活将来への有用性の説明」といったものも同

樟では忽いか)、省週間恕モチベ シヨンを上げる方活といったことが置き去りに

されているので除忽いか。

固筈 哲学については古代も現(矧こ通じる普遍的問題を扱っている除?であり、問題設定し

忽おせばタループディス力ッションも歴史学ほど難しいもので陪忽い。

意見 学生白圃聞を(請師のフライベ トに関するものも宮めて)広く受け入れて、 筒師へ

の関心をきっかけとして、授業内容やその学問分野への関心を高めている。それは

実際やってみて(援業のテーマに関係忽く)有効だと感Uた。
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FDIJυ一書量の同酬につuて

意見 学生田ニーズにどう応えるかという観点から、入門的忽揖襲も吉めた従来の授章と

遭う内容のものであった万が良い(我々にとってもここでしかでき忽い捜轟に怠

る〕という意味で.若手研究者としてのメリットを前面に出す方が良い。

意見 現代文化学系のリレー講義に関して、全体の統一性という点で、それぞれの講担内容

に帽がありすぎて、確かに学生もモチベーションを持ちにくかった力、もしれ忽しL

全盤盟主主盈

• r学生への誼育効果を考えてい忽いj 授聾でも学生がきちんと応じてきて捜聾カT成り立って

いる京大という環墳で虚業ができることの幸福を実感する申で、効果的忽侵聾方法はテー

マによっても遭うのでI~ないかとが、こちらをさう口出すことで相手(学生)と詰が通じて

くるのでは芯いかιりた‘追いつめ己れた札肋，'6くる経験を踏まえた意見が今回の全体

の議論を深めてくれたのでiま芯いだろうか。

E 授業の仕方に関する街、殺育研究開発揮匙センタ の先生方の観明は普段の授秦でも漠然と実感している点が多かったが

プロの復点で並理してみるとこうなるといヲ意味で色々勉強になった。

. ミニ"義では とのプロンェクトに多加している自分たちが現在どういう状況に慨かれているのか何を目的に 何を克明R

するE子安があるのか、 より クリアに抱擁することができた。

. 授薬方法の改善につながる具率的なアイデアや工夫などを 教育学の専門伝方や ペテラン征先生方から情報としてもっと

詳しく周くことができれば 自分自身の綬寮で生地 す ことができると思います。

・ 全体として他の揚師の方々がどのように議義をされている釘か 鑑続的。二見ることができ 大変多考に会りました。今後の

自分の鋳義に生かしていきたいと思います。

E 向分の綬乗の DVDなどを検討して自分切後乗の逆行をワ クシートという形で事前にまとめることは 主観的な経験の積

み重ね全容綴的な観点jから眺めることができて確かにDVDを見るのは管繍な点もあります劫失その分良鄭Hに苦しとい

うよう L 自分の授業金振り返るのに普い手段ではあると感じました。ワ クシー トも他に多機な綬来の手吸があるという

ことを気乞幼せでくれるという点で、実際の侵業の進行仁役虫てることカできると感じました。

. グループディスカッションや総合ディスカ γ シヨノによって、この学期、自分たちが感じてきた課題や問題去を改めて際政

できた。とくに 縫合デイスカ 7 シヨ Jで" 修養ごとの検討会には多掬されていない方も含め、多くの方々のご窓見をう

か治<.，ながら、各問題について再度黙考することができたの効哨意義どった。

- 同世代の OD 問題閣現状包隷を共有する機会を与えて1liいた点が良かったです。これまでは個々の研究費や旬パラに経験

値を3臨検していたことと思いますが珂時代的組継的な問題として大学側カ喰り組んでくだきったことに感謝いたしま '-0

. 秘リたちは研究者として成長してきたわけですが研修会会行うことで文学研究科の多 く の人間は教育者として生きていく

必要があるという 包却を共有出来た(そのきっかけと会った)気がしますo r研究(省文を省くこと) J だけが軍要という雰

囲気じゃなし嶋所地勺文大文学総にできそうで良かったです。

• FDのメソッドをもう少し体系的に身につけられる場になるとよいと思，'.す。恐ら〈 高等教育に職を得るために FD

はますます重要な要素になるでしょう e で 付、ら こよ二で研修を受けるときに FDb‘う引にういうものだh、うん法

鎗全身につけておけば、ぞれを職場でも活治せますし、侵業の拠隠でも役に立つというこ止が証明できる左思Jヲれます。

- よかった点はそれぞれの専修で行われている研究をみたことで 自分が忽嫁していたより幅広"~容を研究できることが分

しかし興味深い資料を提示されたのが良かったです。治なりの量の文献をまとめられてu、たので非常に便利でしたa

. 色んな債当主ムがそれぞ明腐なるテーマで綬察してくれたので 興味の幅が広がったと恩う。 i 人￠先生が2 闘 しかないので

ヲピヨ，"こ理解できたというわけにはいかなかったけれど、その分、 自分でもっと側べてみよう左思えた。

・ 先~"漉ミ滞感がよ〈伝わって〈るとさがあって 人前で話すことの獲しさとか大麦さがよくわかった。 それでも 醤すのが

上手な先生もいで、自分が人前で訴す機会があったら番考仁したいと患った。



" 公欄

旧高等教育教授システム開発センター及び高等教育研究開発推進センターの

企画による公開授業・検討会

1 996- 1 99日年度第 I 期公開実験授業プロジェク ト (高等教育教授システム開尭センタ ) 

..名

「ライフサイクルと教育J
全学共通科目A務

.鍋

田中毎実
高等教育教授システム
側発センタ数綬

日時

毎週月曜日
4時限 1 4:45- 1 6:1 5
検討会 16:20-

渇所

楽友会館2階

1 999-2口口3 年度第E期公開票験提量プロジェク ト (高等教育教授システム閲尭センター)

..名 鵬師 日時 窃爾

困問毎実 毎週月曜日
「ライフサイクJレと教育j 高等教育教担システム 4時限 1 4:45- 1 6:1 5

楽友会館2階
全学共通科目A群桜 開発センター教慢ほか 検問会 16:20-

〔リレー式]

議セメスタ-.1への移行に伴\.，\， 2002 年度かs rライフザイクJしと教育AJ (前期1 . rライフザイクルと製育BJ (後期)として実翁

・第 I 期第 E 期公開実厳痩集フロ甲エクトの群姻についてl手

f大学痩援のフィ 凡ポワーク京"大学公開実厳綬策 j(京都大学高等教育教綬システム開発センタ 踊 εαJI年3月 玉川大学出腹部)

『京都大学高等教育筆書19 平成15年度公開実骸複奨の記録8よび公開実級事撲8年開のr:;>rJJe句総間(平成16年3月)ほかそご覧くださしh

2004年度公開銀業 ・検討会

..名 揖師 目時 ，.商

「ァィジタル制御」 荻原聞道
12月 1 日(水)

電気総合館 1 階
4時限 1 4:45- 1 6:1 5. ， 圃 工学1!1!専q門制目 (3回全対縁) 工学研究科教狸
検肘会 16:15- 1 7 :30

大会磁室

「経済原硲 n BJ 八木 紀一郎
12月 7 日(火)
2時限 10:30 -1 2:00 港経O番教室.2・ 経済学部専門科目 晶育学研究科教綬
検討会 12:10- 1 3:30

「ライフサイクJレと教育 BJ 田中毎実 12月 13 日(月)
楽友会館2階.3圃 高等教育研究開発権進 4時限 1 4:45- 1 6:1 5

全学共通科目A鮮
センター教授 検問会 16:20 -1 7:30 

1 月 1 1 日(火)
工学部

「電気電子工学概碕J 大津 燭治
電気総合館3階.4圃 工学部曹門科目 (1 回生対象) 工学研究科教授 5時限 16:30 -1 8:00 
中指標室

2005年度公開銀業 ・積討会

..名 .鋪 日時 渇所

「フイフサイクJレと教育 AJ 松下佳代 5月 23 日(月)

. ， ・ 全学共通科目A群 高等教育研究開発権準 4時間 1 4:45- 1 6:1 5 楽友会館2階

センター教授 横閉会 16:20 -1 7:30 

「ライフサイクJレと教育 AJ 大鋸雄作 6月 20 日(月)

.2・ 全学共通科目M学
高等教育研究開発権進 4時限 14:45- 1 6:1 5 楽友会館2階
センター教担 検討会 16:20 -1 7:30 

「開明叩硲J
山本裕

10月 20 日(木)

.3・ 工学部再甲府ヰ目 2時限 10:30 -1 2:00 工学郡総合綬含

(情級学科3園生配当)
情報学研究科教綬

検討会 12:00 -1 3:20 213 号室

「ライフサイクJレと教育 BJ
目白毎実 11 月 7 日(月)

.4・ 全学共通科目A群
高等教育研究開発権準 4時限 14:45- 1 6:1 5 議友会館2階

センター教授 検討会 16:20 -1 7:30 

「ライフ廿イクルと教育日」
米谷淳 11 月 7 日(月)

.5・ 全学共通科目A群
神戸大学 4時限 14:45- 1 6:1 5 楽友会館2陥

教育機進機禍教復 検討会 16:20 -1 7:30 
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(11素化学J
井上園世

12 月 1 4 日[水) 農学研究科2号館

116圃 銀学部専門岡目
膿学研究科教授

1 時限 8:45-10:15 応用生命科学専政

(食品生物鼎学科3園生配当) 検討会 10:30 -1 2:00 第4セミナー室

「ライフサイクJレと教育 BJ
大山泰宏 12 月 19 日(月)

117・ 全学共通削目A務
高等教育研究開発機進 4時限 1 4:45-1 日: 1 5 楽友会館2階
センター助教授 積討会 16:20 -1 7:30 

2006 年度公開授業 検討会

.院名 間師 目時 ..，荷

11 1 圃
「フイフサイクルと教育AJ

井下翠 6月5日(月)

全学共通科目A務
慶感袈盛大学 4時限 1 4:45-16: 1 5 楽友会館2階

総合政策学部教侵 検肘会 1 6・20-17:30

112・
「現代の大学大学生硲AJ 溝上慣 ア月4 日(火)

全学共通科目A群 高等教育研野晴縫進 4時限 1 4:45-16: 1 5
吉田南総合館

センタ助教授 検肘会 16:20 -1 7:30 共 25

113・
「心理学級諸国 大山泰宏 11 月 21 日(火)

全学共通P何回A欝
高等教育研究開発継進 1 時限 8:45-10:15 吉田南構内4

センター助教狸 犠討会 16:20 -1 7:30 共 21

114圃
「フイフサイクルと教育 BJ

矢野 守谷俊 12 月 4 日(月)

全学共通科目A群
大阪市立大学大学 4時限 1 4:45-16: 1 5 楽友会館2階

教育研究センター数獲 犠町会 16:20 -1 7:30 

20口7年度公開授業・績討会

観臓名 院錫 目隠 .. lli 

11111 
「教育評価問塞礎 1 J 大震雄作 5月 22 日(火)

全学共通削目A務
高等教育研究開発権進 3時限 13:00 -14:30 吉田南 1 号館

センタ教授 検討会 1 4:35-1 5:45 共 311

112・
「工学倫理」 水谷雅彦

10月 12 日[金) 電車魁古盤中園量重

工学部専門科目 (4園生対象)
2時限 1 0:30-1 2:00 

{吉田軒~' 1)‘

文学研究科教授 電車割，.量童 (A l . 13 1l

検討会 12:05 -1 3:00 {桂;11~'・ 1) 1>1買揖帽l

11311 
「学力学綬社会J

松下佳代 10月 25 日(水)

全学祭通科目A習得
高等教育研究開発継進 2時限 1 0:30-1 2:00 吉田南 1 号館

センタ教授 捜討会 12:05 -1 3:00 共 206

114・
「フイフサイクルと教育 BJ

近国政憎 11 月 19 日(月)

全学共通科目A欝
名古屋大学高等教育 4時限 1 4:45-16: 1 5 楽友会館2階

研究センター准教授 検討会 16:20 -1 7:30 

2008年度公開授業 検討会

.隠名 11/1・ 日時 .所

11111 
「生活と環境の化学J 山本行男 5月8 日(木)

全学共通科目B務 高等教育研究開発後進 3時限 13:00 -14:30 共北 25

センタ教授 横討会 1 4:40-1 5:40 (吉田南摘内)

112・
「英酉 II A (E2P02)J Craig Smith B月 16 日(月)

全学共通科目C欝 京都外国題大学教授 5時限 16:30 -18:00 共西 02

積肘会 18:05 -1 9:00 (吉田南構内)

113・
「教育史観論 1 J 辻"雅史

11 月 26 日(水)

教育学館奪門科目 教育学研究科教復 2時限 1 0:30-1 2:00 教育学部 320

機肘会 12:05 -1 3:40 (本部格円)

114・
m断台痩学総碕J 森本剛

1 月 20 日(火)

医学部専門問自 医学研究科鶴師
4時限 1 4:45-1 日: 1 5

臨床第 1111堂

積討会 16:20 -1 7:20 (病院地区)



2010年3月 京都大学FO研究腐司委員会発行

公開裡業績討会については

FD研究揖討聾員会のホームベージ
http://www.fd.kyoto-u.ac.j O/fd/i n dex. php 

公開捜荒 機酎会を企画される場合は 教育推進部韓務企画院(電話口75-753-2430)

豆1.高等鞄育研究開尭権進センターまでi車時ください‘




